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ラットの学習◎記憶における

後部帯状皮質の役割に関する研究の動向
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海馬が記憶機能に非常に重要な役割を果たしてい

ることは広く知られているが，海馬だけが記憶機能

に関与しているわけではなく，海馬は神経線維連絡

を持つ様々な新皮質領域と連携して記憶機能を実現

していると考えられる（払rron，Poucet＆Save，

2001）．海馬周辺皮質を介して海馬と密接な神経線総

連絡を持つ後部帯状皮質は，海馬と協働して機能を

実現している新皮質領域のひとつと考えられる．近

年の病理学的な研究から，アルツハイマー病や統合

失調症のような記憶や認知機能の障害を伴う疾患患

者において，海馬とともに後部帯状皮質の神経細胞

が変性あるいは脱落していること，後部帯状皮質が

萎縮していること，さらには代謝が低下しているこ

とが明らかになってきた（Ⅶgt，Ⅶgt，Vrana，Gioia，

Meadows，Challa，Hof ＆ van Hoesen，1998；

Minoshima，Giordani，Berent，Fre沸R）Ster＆Kubl，

1997；Mitelman，Shihabuddin，Brickman，Hazlett＆

Buchsbaum，2005）．また後部帯状皮質に損傷を受け

た患者が，記憶障害や見当識障害を示すことが報告さ

れている（Maeshima，Ozaki，Masuo，協maga，Okita

＆ Moriwaki，2001；1ぬIenstein，Bowers，Verねellie，

Heilman，Day＆Ⅵ如son，1987）．それによって，こ

れまであまり研究されてこなかった後部帯状皮質の

記憶における役割や，海馬との機能的な関連性が注

目されるようになり，研究が蓄積され始めてきた．

本稿では，ラットの後部帯状皮質に関する神経解

剖学的な知見を概観した後，電気生理学的研究およ

び行動科学的研究の動向について述べ，これらから

明らかになってきた，後部帯状皮質の学習や記憶に

果たす役割について考察する．
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1」神経解剖学的知見

（＝後部帯状皮質の位置

帯状皮質（cingulatecortex）は，脳梁膝（genuof

corpuscallosum）から脳梁膨大部（spleniumof

corpuscallosum）の周囲に位置する弓型の領域であ

る．帯状皮質は細胞構築学的には前部と後部に分け

られ，前部帯状皮質（anteriorcingulatecortex）は

前頭皮質の一領域であり，後部帯状皮質

（posteriorcin糾1atecortex）は頭頂皮質の一領域で

ある．これら2つの領域の間には双方向性の神経線

練達絡があるが，前部と後部で他の領域との神経線

維連絡の様式が異なることから，それぞれの領域は

機能が異なると考えられている（Zi11es＆Ⅵなee，

1995；Ⅶもishaw，Maaswinkel，Gonzalez ＆ Kolb，

2001；Ⅵ払血rton，Aggleton＆M血199れ

ヒトや霊長類では，後部帯状皮質はBrodmannの

23野および29野と30野で構成されている（Rg．1A）．

このうち，29野と30野は特に脳梁膨大後皮質

（retrosplenialcortex）と呼ばれている・しかしラッ

トでは，霊長類とは異なり23野に相当する明確な領

域はない．代わりに海馬釆から大脳皮質の尾側まで

29野が拡がっている（ぎig．1B）．そのためラットを

用いた研究では，後部帯状皮質と脳梁膨大後皮質は

同義で用いられることが多く，本稿でほ両者を後部

帯状皮質と続一して用いる．

後部帯状皮質は，吻側腹側面では前部帯状皮質

と，吻側外側面では連動皮質と接している．一方，

尾側から外側面にかけては視覚皮質と接している．

腹側面では海馬台（subicul11m），前海馬台

（presubiculum），および嗅後皮質（postrhinalcortex）

と接している．後部帯状皮質は脳内の様々な領域と

神経線絶遠絡を持つが，後部帯状皮質の機能を考え

る上で注目すべき点は，海馬周辺皮質や視床

（tbalamus）との間に多くの求心性および遠心性の

連絡があること，他の多くの新皮質領域と相互に杏

弓妾な連絡を持つことである．

（2）大脳辺緑系領域との神経連絡

後部帯状皮質と海馬（bippocampus）との間の直接

的な神経線維連絡に関しては議論があるが（可吋ss＆

van Goren，1992），海馬CAl領域から後部帯状皮質へ

の単方向性の投射や，後部帯状皮質とCA3領域の間に

双方向性の神経連絡があることが報告されている

（Pakhomova＆Akopian，1985；Wyss＆van Goren，

1992）．後部帯状皮質は，海馬との直接的な神経線練

達絡よりもむしろ，海馬周辺皮質を介した間接的な神

経連絡が顕著である．海馬周辺皮質とは，海馬と相互

邑
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Rg・1 A：Medialview of the human brain

showing tbe retrosplenialcortex（area
29 and30；dark shaded area）and the

posterior cingulate cortex（area23；1ight

shaded area）．Adapted 良om Brodmann

（1909）．B：Sagittalsection of the rat

brain showing the retrosplenialcortex

（area 29 shown as RSA，RSGa and

RSGb；Shaded area）．Adapted
丘■Om

P誠inos＆Ⅶatson（1998）．CC＝COrpuS

Callosum．RSA＝：agranular retrosplenial

COrteX．RSG＝granular retrosplenialcoト

tex．

に密接な神経線維連絡を持つ新皮質領域である．後部

帯状皮質は海馬周辺皮質の中でも，喚内皮質

（entorbinalcortex）との間に非常に密接な双方向性の

神経線維連絡を持つ（Wyss＆van Goren，1992；

Burwell＆Amaral，1998）．また，前海馬台や傍海馬

台（parasubiculum）とも相互に密接な神経連絡が

ある（Wyss＆van Goren，1992）．さらに，嗅周皮

質（perirhinalcortex）や嗅後皮質，海馬台への神

経投射があることも報告されている（Burwell＆

Amaral，1998；－吋ss＆van Goren，1992）．海馬周

辺皮質以外に，視床とも密接な神経線推連絡を持っ

ており，特に視床前核や背外側核との間に双方向性

の連絡が顕著である（Ⅶgt，1986；Sbibata，1998，
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2000）．

このように後部帯状皮質は，海馬や海馬周辺皮

質，さらに視床など，学習や記憶に重要な役割を果

たす領域との間に多くの神経線維連絡を持ってい

る．

（3）新皮質領域との神経連絡

後部帯状皮質は，視覚皮質（17野および18野）や上

丘（superiorcolliculus）など，視覚情報の処理に直

接的に関与している領域（Dean＆Redgrave，1984）

との間に双方向性の密接な神経線権道絡がある

（Domesick，1969；Ⅶgt＆Milleち1983；Wyss＆van

Goren，1992；DelCano，Gerrikagoitia＆Martinez－

Milian，2000）．また，運動皮質（8野）（恥gt＆Milleち

1983；Shibata，Kondo＆Naito，2004）や頭頂連合野

（Kolb＆Ⅵな1k印1987）とも神経連絡がある．この

ように後部帯状皮質は，感覚情報や運動情報の処理

に関わる様々な新皮質領域とも神経線維連絡を持つ

ことから，空間行動における視覚情報と運動情報の

統合などのような情報の処理に関与していることが

推測される．

以上のような神経解剖学的な知見から，後部帯状

皮質は海馬や海馬周辺皮質と相互に情報のやり取り

をして，学習や記憶に何らかの役割を果たしている

こと，また感覚皮質や運動皮質とのやり取りを通し

て，空間認知あるいは空間行動に関連した機能に役

割を果たしていることが示唆される．

2．電気生理学的研究

脳の電気生理学的研究によって，生体の状態や行

動に伴って様々なパタンの脳波や神経細胞の特徴的

な発火がみられることが知られている．後部帯状皮

質においては，β披という律動的な脳波活動がみら

れること，方向細胞という特徴的な活動を示す神経

細胞が存在することが明らかにされている．本節で

は，それらの活動と海馬の電気活動との関連性につ

いて概観する．

＝）β波

β波とは，大きな振幅をもつ律動的な脳波活動で，

定位反応や探索行動など様々な自発的行動と対応して

発現する披であり，後部帯状皮質や海馬，視床など脳

内の様々な領域でβ波が生じることが知られている

（Green ＆Arduini，1954；Destrade ＆ Ott，1982；

Vinogradova，1995）．その後，海馬β彼の研究から，

β披活動と長期増強（汀P）の誘発には関連がある

と考えられるようになってきた．IJpとは，一過性

のテタヌス刺激によってシナプスにおける情報伝達

効率が上昇し，それが長期間維持される現象であり

（Bliss＆L≠mo，1973），学習や記憶の生理的基盤

であると考えられている・Larson，恥ng＆bnch

（1986）は，海馬のCAl細胞への入力線維に100Hz

で4つのパルスからなる高頻度電気刺激を，

0・1，0・2，1・0または2・0秒の間隔で与えたところ，

0．2秒の間隔のときに最もLTPが誘発されることを

示した．0．2秒という間隔はβ披の周期と対応する

ことから，u、Pの誘発と海馬β波活動には深い関連

があることが示唆される．またGivens＆Oit。n

（1990）は，内側中隔にテトラカインを注入して，

その神経細胞を不活性化したラットにT迷路を用い

た空間交替反応課題を行なわせた．その結果，これ

らのラットは課題の成績が低下し，このとき海馬β

波が減弱していた．以上のように，海馬β波は1TP

の誘発と関連があり，海馬β波が乱れることでラッ

トの記憶課題の遂行に障害がみられたことから，海

馬におけるβ波活動は記憶機能に深く関わっている

と考えられる．

後部帯状皮質における♂波活動に関しても，記憶

機能との関連性を示唆する知見が報告されている．

Sato＆Sakata（1999）は，オペラント箱を用いて

2種類の音刺激に基づいた遅延非見本合わせ課題を

ラットに行なわせ，課題遂行時の海馬，嗅内皮質お

よび後部帯状皮質の脳波を記録した．その結果，統

制条件である見本刺激提示前と比べて，見本期，遅

延期，選択期という課題遂行に関連した期間におい

て，海馬β波と喚内皮質や後部帯状皮質のβ波活動

がより同期していた．また，後部帯状皮質の不活性

化は背内側視床下部刺激によって誘発される海馬β

波の発生に影響を及ぼし（Destrade＆Ott，1982），

一方海馬β彼の発生に疎く関わっている内側中隔を
損傷すると，後部帯状皮質β披に影響を与える

（Borst，Leung＆Mac払be，1987）．このことから，

後部帯状皮質と海馬や内側中隔は互いの神経痛動に

影響を及ぼしあっていると考えられる．

（2）Heaかdirecモion cell

“Hea心direction
cell”（以下，方向細胞）は，前海

馬台背側部において取ube，Muller＆Ranck（1990a，

b）によって発見された神経細胞で，その後，後部帯

状皮質（Chen，Lin，Green，Barnes＆McNaughton，

1994a，b；Cho＆Sharp，2001），視床の前核（取ube，

1995）や背外側核（Mizumori＆Williams，1993）

でも見つかっている．方向細胞は，ラットがいる場

所には関係なく，ラットが向いている方向に特異的

に発火するという特徴を示す（′mube et alリ
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1990a，b）．この発火パタンは，視覚刺激を取り除

いたり，実験室を暗くして視覚刺激をまったく利用

できないようにしても変化しないが，視覚刺激の位

置を変化させるとそれに対応して変化する（Chen

et al．，1994a；瀧ube et alリ1990b）．また後部帯状
皮質の方向細胞は，移動連動を伴う場合の方が伴わ

ない時よりも強く発火し，ラットが自発的に動いた

時には方向特異的な発火パタンを示すが，ラットを

回転盤に乗せて回転棚つまりラットにとっては受動

的な運動－をさせても，方向特異的な発火パタンは

ほとんど示さない（Chen et alリ1994b）．さらに後
部帯状皮質では方向細胞とは別に，方向，場所，動

きなど複数の要素が組み合わさったときに発火する

神経率那包も存在する（Cbo＆Sbarp，2001）．このよ

うに空間行動と相関した神経活動を示す細胞が後部

帯状皮質に存在することから，後部帯状皮質は記憶

機能だけではなく，空間情報の処理に関与している

ことが示唆される．

上述のように後部帯状皮質には方向細胞が存在す

るが，海馬には方向細胞とは異なる形で空間情報を

コードしている“place cell”（以下，場所細胞）が

存在する（0’Keefe＆Dostrovsky；1971）．方向細

胞がラットの向いている方向に特異的に発火するの

に対して，場所細胞はラットがある空間における特

定の場所にいる時にのみ発火頻度が高まるという特

徴を持つ．場所細胞はまた，喚内皮質にも存在する

（Quirk，MulleちKubie＆Rancl（，1992）．場所細胞

は，装置内にある視覚刺激を取り除くだけでは発火

パタンは変化しないが，視覚刺激を移動させるとそ

の移動に対応して発火パタンが変化する（Poucet，

Lenck－Santini，払z－Villagran＆Save，2003）．後部帯

状皮質の活動は，海馬場所細胞の活動と関連がある

可能性が指摘されている．Cooper＆Mizumori

（2001）は，放射状迷路課題遂行中のラットの海馬

神経細胞の活動を記録したところ，後部帯状皮質の

神経細胞をテトラカインによって不活性化した時

に，海馬の場所細胞の発火パタンが変化することを

示した．このように，後部帯状皮質は空間情報の処

理において海馬や海馬周辺皮質と相互にやり取りを

していると考えられる．

以上のように，ラットの後部帯状皮質の電気生理

学的な研究から，後部帯状皮質は学習や記憶，空間

情報の処理に関与していることが示唆される．また，

後部帯状皮質は海馬の活動と密接な関係があり，両

者には機能的な関連性があると考えられる．これら

のことは神経解剖学的な知見から示唆された後部帯

状皮質の機能と一致するものであるといえる．

3．行動科学的研究

学習や記憶機能の神経基盤を解明するため，脳の

一部を実験的に損傷した動物を用いて，これまで
様々な記憶課題の遂行に及ぼす損傷の効果が検討さ

れてきた．特に海馬に関しては膨大な研究がなさ

れ，海馬を損傷されたラットヤマウスが記憶課題の

遂行に重篤な障害を示すことが繰り返し示されてき

た（01ton＆Papas，1979；Morris，Garrud，Rawlins

＆ 0’Kee払，1982；Rudy ＆ Sutherland，1995；

Eichenbaum，1996）．一方，後部帯状皮質に関して

は，近年ようやくラットヤマウスを用いた行勒科学

的研究がなされるようになってきた．本節では，後

部帯状皮質の実験的損傷あるいは不活性化がラット

ヤマウスの記憶課題遂行に及ぼす効果について概観

する．

（＝放射状迷路課題

ラットの空間記憶について検討する際に頻繁に用

いられる装置の一つに放射状迷路がある．この装置

は，01ton＆Samuelson（1976）によって考案され

た高架式の迷路で，中央のプラットホームとそこか

ら伸びるアーム（多くの場合8本）で構成されてい

る．放射状迷路課題の標準的な手続きは，まず中央

のプラットホームにラットを入れ，各アームの先端

に置かれた報酬を全てとり終えるまで自由に走行さ

せるというものである．この課題では，1度進入し

たアームに再進入することなく効率よく報酬をとっ

ていくことが要求される．つまり迷路外の視覚刺激

間の空間的な位置関係（空間手がかり）を利用し

て，すでに進入したアーム（あるいは進入していな

いアーム）の場所を記憶しておくことが必要とされ

る．正常なラットでは，においなどの辛がかりより

も，空間手がかりを主に利用して課題を遂行してい

ることが確かめられている．

放射状迷路課題の遂行において，海馬損傷ラット

は重篤な障害を示す（01ton＆Papas，1979；Jarra紙

1995）．後部帯状皮質を損傷あるいは不活性化され

たラットは，放射状迷路課題の習得が遅れることが

報告されている（Cooper＆Mizumori，1999，2001；

協nn＆Aggleton，2002，2004）．しかしながら，後

部帯状皮質損傷ラットは，試行を続けていくと統制

群のラットと同程度まで課題の成績が改善してい

く．Ⅶnn＆Aggleton（2004）は，後部帯状皮質損

傷による放射状迷路行動の障害について，さらに詳

しい検討を行なった．放射状迷路課題を習得した後

部帯状皮質損傷ラットに，まず標準的な手続きで4

選択させた後，以下のような3つの条件の操作を行
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なった・（1）一旦装置から取り上げ，ラットを回

転させる，（2）中央のプラットホームに留置し，

空間辛がかりと報酬の位置関係はそのままで8本の

アームすべてを450ずつ回転させる，（3）中央の

プラットホームに1分間留置する．その後，残り4

つのアームにある報酬をとらせた．その結果，アー

ムの位置を450回転させた条件でのみ成績が有意に

低下した．これらの結果から彼らは，後部帯状皮質

損傷ラットは装置外の手がかりをうまく利用するこ

とができなかったのではないかと考えた．また

Alexinsky（2001）は，ラットが放射状迷路課題を

習得した後に，空間手がかりの一部を変えて課題を

行なった．その結果，統制群では空間手がかりの一

部が変化した影響を受けて成績が低下したのに対し

て，後部帯状皮質損傷ラットは影響を受けず高い成

績のままであった．この結果は，後部帯状皮質損傷

ラットが，空間手がかりをうまく利用できないこと

や，空間手がかり以外の何らかの手がかりを利用し

て課題を遂行していることを示唆するものであると

いえる．

（2）水迷路課題

放射状迷路と並んで多く用いられる装置にMorris

水迷路がある．Morris水迷路は，Morris（1981）に

よって考案された装置で，空間の学習や記憶，空間

ナビゲーションについて検討する際に用いられる．

この装置は，水を満たした円形のプールで，水面下

2～3cmの山定の位置に逃避用のプラットホーム

が備えてある．標準的な課題では，ラットはプール

周辺のいくつかのスタート地点からランダムな順序

で出発し，水から逃避するためにプラットホームを

探索する．迷路内にはプラットホームを見つけるた

めの辛がかりがないため，ラットは迷路外の空間辛

がかりを利用する必要がある．正常なラットは，訓

練を繰り返していくと逃避潜時が速やかに減少して

いく．

海馬損傷ラットでは，課題の遂行に重篤な障害が

みられることが繰り返し報告されてきた（Morris

et al．，1982；Eichenbaum，Stewart＆Morris，1990；

MoseちMoser＆Andersen，1993）．後部帯状皮質損

傷ラット も，この課題の遂行に障害を示す

（Sutherland，Ⅶhishaw＆Kolb，1988；Whisbaw et

al．，2001；Ⅶnn＆Aggleton，2002）．ただし，初期

の試行では後部帯状皮質損傷ラットは統制群と比べ

て有意に逃避潜時が長いが，試行を続けていくと逃

避潜時の減少がみられ，多くの場合，統制群と同程

度まで課題の遂行が改善していく．1ゐnn＆

Aggleton（2004）は，装置内に視覚的手がかりを設

置して12日間の場所学習訓練をした後，空間手がか

りを取り除く条件と，装置内の視覚的手がかりを取

り除く条件でテストを行なった．場所学習訓練で

は，初期の試行は後部帯状皮質損傷ラットは統制群

より逃避潜時が長かったが，試行が進むにつれて逃

避潜時が減少した．その後の各辛がかり除去条件で

は，統制群のラットはどちらの条件においても逃避

潜時の上昇がみられたが，後部帯状皮質損傷ラット

は装置内の視覚的手がかりを取り除いた条件でのみ

逃避潜時が上昇した．この結果から，後部帯状皮質

損傷ラットは空間手がかりを利用して課題を遂行す

ることができないことが示唆される．つまり，後部

帯状皮質損傷がラットの空間の認知や記憶に影響を

及ぼしたと考えられる．

（3）自発的再認課題

ラットやマウスは，既に見たり触れたりしたこと

のある物体や物体のあった位置よりも，新奇な物体

や新春な位置にある物体に対して接触などの探索行

動を増加させるという特性を持つ．これを利用した

課題として自発的物体再認課題と自発的位置再認課

題がある（Ennaceur＆Delacouち1988，1992）∴叫

般的な手続きは，オープンフィールド内に2～4個

の物体を置いて，ラットに自由に探索させて馴化さ

せ，一旦装置からラットを取り上げ，一定の時間を

おいた後，再びオープンフィールド内を探索させる

というものである．再探索場面において，それらの

物体のうち1つを別の物体と変えたり，1つの物体

の位置を変化させたりした場合，正常なラットでは

この新奇な物体あるいは新奇な位置にある物体への

接触や探索が増加する．

海馬損傷ラットや後部帯状皮質損傷ラットは，物

体再認課題では正常なラットと同様に新奇な物体に

対する接触や探索が増加したが，位置再認課題では

新奇な位置にある物体への接触や探索は増加しな

かった（Ennace叫Neave＆Aggleton，1997；Ⅶnn

＆Aggleton，2002；払rron＆Save，2004）．このこ

とから後部帯状皮質ほ，空間の認知あるいは記憶に

関与しているが，個々の物体の認知や記憶には関与

している可能性は低いと考えられる．

（4）遅延非見本合わせ設題

丁迷路やオペラント箱などを用いた遅延非見本合

わせ課題は，比較的短期の記憶機能を検討する課題

として多く用いられている．遅延非見本合わせ課題

は，1試行が見本期，遅延期および選択期の3つの

場面で構成されている．見本期では記憶しておくべ

き1つのアームやレバーを提示して，それに反応す
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ると報酬を与え，遅延期では様々な長さの遅延を挿

入し，選択期では見本期で提示した刺激と新奇な刺

激とを対提示する．選択期において，ラットは新春

な刺激の方を選択することが要求され，正しく反応

するためには，遅延期間中に見本期で報酬を得た

アームやレバーを覚えておく必要がある．しかし，

この情報は1試行でのみ有効な情報であることか

ら，長期記憶のように半永久的に保持しておく必要

はない．したがって，遅延非見本合わせ課題は“一

時的な記憶”（temporarymemory）（Rawlins，1985）

をテストするものであると考えられる．

この課題で，海馬損傷ラットは，遅延時間が長く

なるにつれて正反応率が著しく低下したが，後部帯

状皮質損傷ラットはほとんど障害を示さなかった

（Neave，Lloyd，Sahgal＆Aggleton，1994）．このこ

とから後部帯状皮質は，一時的な情報の保持には重

要な役割は果たしていない可能性が示唆される．

（5）長期保持課題

MeunieちJaぬrd＆Destrade（1991）は，マウス

を被験体としT迷路を用いて，1日ごとに報酬を得

られるアームが逆転する空間弁別課題を行なった．

この実験では，2本のアームのうち常に報酬を得ら

れる一方のアーム（右または左）へ進入する空間弁

別課題を，試行間隔30秒で，5試行連続で正反応す

るまで（習得基準）行なった．習得基準を満たした

ら，5分，6時間，24時間後に保持テストを1試行

ずつ行なった．24時間後の保持テストに続く試行

（つまり翌日の空間弁別課題）では，前日とは反対

のアームで報酬が得られるようにした．このように

1日ごとに報酬を得られるアームが逆転する空間弁

別課題と保持テストを5日間繰り返し行なった後，

10日間の間隔をあけて再び空間弁別課題を行なっ

た．このとき，報酬を得られるアームは5日目の課

題とは反対のアームであった．その結果，後部帯状

皮質損傷ラットは，最初の3日間の習得基準を満た

すまでの試行数が統制群と比べて多かった．しかし

ながら，習得後の保持テストでは，5分から24時間

後のどの条件でも統制群と同程度の正反応率であっ

た．さらに，10日間の間隔をあけた後の空間弁別課

題では，習得までの試行数が統制群と比べて再び増

大した．このように後部帯状皮質損傷群が，空間弁

別課題の初期には習得が遅く，また10日間あけた後

の空間弁別課題における習得までの試行数が増大し

た一方で，空間弁別課題習得後の保持テストでは障

害を示さなかったことから，Meunieretal．（1991）

は後部帯状皮質が，短期の記憶プロセスには関与し

ていないが，空間情報の符号化や長期の記憶プロセ

スに関与していると考察した．

以上のように，行動科学的な研究では，後部帯状

皮質損傷ラットは，空間記憶課題の遂行に障害を示

すことが明らかになった．また，情報の一時的な保

持よりもむしろ長期の記憶プロセスに関与している

ことが示唆されるが，長期記憶における後部帯状皮

質の役割についてはまだ報告が少なくさらをる検討

が必要である．

ま と め

海馬が学習や記憶機能に非常に重要な役割を果た

すことが広く知られている．しかし，海馬が単独で

学習や記憶機能に関わっているのではなく，脳内の

様々な領域と連携して記憶機能を実現していると考

えられる．海馬周辺皮質を介して海馬と密接な神経

線練達絡を持つ後部帯状皮質は，そのような領域の

一つであると考えられるが，どのような機能を果た
しているのかこれまであまり検討されてこなかっ

た．近年，後部帯状皮質に損傷を受けた患者が，記

憶障害や空間失認を示すことや，アルツマイマー病

や統合失調症患者のような記憶や認知機能の障害を

伴う疾患患者において，後部帯状皮質の神経細胞が

変性や脱落していることが明らかになり，後部帯状

皮質の記憶における役割や海馬との機能的な関連性

に注目が集まってきた．電気生理学的な研究から，

後部帯状皮質には空間属性をもつ神経細胞が存在す

ることや，後部帯状皮質の脳波活動が記憶課題の遂

行中に海馬の脳波活動と同期することが明らかに

なってきた．また，行動科学的研究においても，後

部帯状皮質損傷ラットヤマウスが記憶課題，特に空

間記憶課題で遂行障害を示すことが報告されるよう

にをってきた．以上のことから，後部帯状皮質が記

憶機能や空間情報処理機能に関与していること，海

馬と協働してその機能を果たしていることが示唆さ

れる．しかしながら後部帯状皮質が具体的にどのよ

うなプロセスに関与しているのか，海馬の機能とど

のように関わっているのかについては今後のより詳

細な検討が待たれる．
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